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日本赤十字社神奈川県支部の吉田事務局長（右から2人目）に義援金を寄託する

「パキスタン大地震被災者を救援する南区民の会」伊藤代表（左端）ら 

パキスタン地震の被災者救援募金の協力を呼び掛ける仁田市議（手前左から2人目）：弘明寺商店街 

 

「
パ
キ
ス
タ
ン
大
地
震
被
災
者
を
救
援
す
る
南
区
民
の
会
」（
伊
藤
代

表
）
が
、
こ
の
ほ
ど
、
弘
明
寺
商
店
街
や
横
浜
橋
通
り
商
店
街
で
街
頭

募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
横
浜
市
会
公
明
党
の
仁
田
昌

寿
議
員
も
参
加
し
、
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

　
仁
田
市
議
は
、
同
会

の
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
と
も
に
マ
イ
ク
を
握

り
、
地
震
に
見
舞
わ
れ

た
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
の

被
災
地
で
は
、
特
に
子

ど
も
達
の
健
康
状
態
が

急
速
に
悪
化
し
て
い
る

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
と
訴
え
、
募
金
の
協

力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

　
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総

長
は
「
過
酷
な
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
の
冬
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
直
ち

に
支
援
を
増
強
し
な
い

と
寒
さ
や
飢
え
な
ど
に

よ
る
第
二
の
巨
大
な
死

の
大
波
が
来
る
」
と
警

告
し
て
い
ま
す
。 

　
同
会
は
後
日
、
横
浜

市
内
の
日
本
赤
十
字
社

神
奈
川
県
支
部
を
訪
れ
、
募
金
活
動
に
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
10
万
7 
2 
7 
0
円
を
寄
託
し
ま
し
た
。 

　
伊
藤
代
表
ら
は
「
被
災
地
で
は
劣
悪
な
衛
生
状
態

に
加
え
寒
さ
と
雨
で
発
熱
す
る
子
ど
も
が
続
出
し
て

い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
義
援
金
を
役
立
て
て
ほ

し
い
。」
と
同
支
部
の
吉
田
紀
事
務
局
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。
吉
田
事
務
局
長
は
、
同
社
の
活
動
を
説
明
し

な
が
ら
、「
直
ち
に
本
社
を
通
じ
て
、
真
心
か
ら
の
義

援
金
を
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。」
と
答
え
ま
し

た
。 

仁田まさとし市議も呼び掛け 
 

パキスタン地震被災者に真心の支援を 

！ ！ 
救援する南区民の会が街頭募金 

日本の未来に責任を持つ政治に ！ ！ 日本の未来に責任を持つ政治に ！ ！ 日本の未来に責任を持つ政治に ！ ！ 
―
財
務
副
大
臣
と
し
て
予
算
編
成
な
ど
行

財
政
改
革
に
全
力
で
取
組
ん
で
き
ま
し
た
が

振
り
返
っ
て
 

上
田
い
さ
む
衆
院
議
員
　
9
月
の
衆
議
院
総

選
挙
で
は
皆
さ
ま
の
力
強
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
5
期
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
11
月
に
退
任
す
る
ま
で
1
年
2
カ
月
間
に

わ
た
り
財
務
副
大
臣
を
つ
と
め
、
最
も
緊
急

か
つ
重
要
な
課
題
で
あ
る
財
政
健
全
化
や
効

率
的
で
小
さ
な
政
府
を
つ
く
っ
て
い
く
行
財

政
改
革
に
責
任
あ
る
立
場
で
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
平
成
17
年
度
予
算
の
編
成
で
は
、

社
会
保
障
関
係
を
除
く
す
べ
て
の
支
出
を
前

年
度
以
下
に
抑
制
し
、
財
政
再
建
へ
の
道
筋

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

―
郵
政
民
営
化
の
実
現
な
ど
、
改
革
が
だ

い
ぶ
実
を
結
ん
で
き
ま
し
た
 

上
田
　
小
泉
内
閣
・
連
立
与
党
で
は
、
郵
政
民

営
化
や
三
位
一
体
改
革
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
官
か
ら
民
」、「
中
央
か
ら
地
方
」
へ
の
改
革

に
相
当
な
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
経
済
も
緩
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
着
実
に

回
復
に
向
か
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。 

　
日
本
を
活
力
の
あ
る
、
安
心
で
き
る
社
会

と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
の
徹

底
な
ど
引
き
続
き
思
い
切
っ
た
改
革
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
こ
れ
か

ら
が
い
よ
い
よ
改
革
の
正
念
場
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。 

―
公
明
党
政
務
調
査
会
副
会
長
と
し
て
山

積
す
る
課
題
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

か
 

上
田
　
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
政
治
が
日
本

の
未
来
に
責
任
を
持
つ
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
当
面
は
、
公
務
員
制
度
や
特
別
会
計
の
改

革
が
重
要
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
医
療
制
度

な
ど
将
来
に
わ
た
り
安
心
で
き
る
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
を
確
立
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

一
層
加
速
し
て
い
る
少
子
化
問
題

も
緊
急
課
題
で
あ
り
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
回
、
党

の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
座
長
に
も
就
任
し

ま
し
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
は
私

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

―
日
中
関
係
が
悪
化
す
る
中
、
青
年
代
表

団
の
団
長
と
し
て
中
国
を
訪
問
し
た
成
果
は
 

上
田
　
日
中
の
政
治
的
な
関
係
が
冷
え
切
っ

て
い
る
こ
と
は
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
す
。 

　
訪
中
で
は
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
両

国
の
友
好
と
信
頼
を
強
化
し
た
い
と
考
え
、

将
来
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
考
え
ら
れ
る
大

学
院
生
た
ち
と
も
積
極
的
に
対
話
し
て
き
ま

し
た
。
中
国
要
人
と
の
会
談
で
も
、
中
国
の

軍
備
増
強
、
東
シ
ナ
海
の
資
源
開
発
、
環
境

問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
わ
が
方
の
懸
念
も
率

直
に
述
べ
ま
し
た
。 

上
田
い
さ
む
党
政
務
調
査
会
副
会
長
に
聞
く
 

全
力
投
球
で
「
改
革
」
を
推
進
し
ま
す
 

唐家　（とうかせん）国務委員（中央）と握手を交わす 
上田衆院議員（同左）：11月23日 北京市内 

ゆ
う
り
ょ
 

し
っ
か
ん
 

ゆ
る
 

さ
ん
み
い
っ
た
い
 

よ
く
せ
い
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市民の暮らしを守る公明党 市民の暮らしを守る公明党 
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建設業労働災害防止協会の「建築物の解体等工事における 
石綿粉じんへのばく露防止マニュアル」より引用 

　
横
浜
市
で
は
、
安
全
な
生
活
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
公
共
建
築
物
を
対
象

と
し
た
「
横
浜
市
公
共
建
築
物
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、

建
築
物
の
設
計
・
施
工
か
ら
、日
常
管
理

に
至
る
ま
で
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
、福
祉
施
設
、保
育
園
、幼
稚
園
、

私
立
学
校
、デ
パ
ー
ト
な
ど
民
間
の
建
築

物
に
お
い
て
も
、公
共
建
築
物
と
同
様
に

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

 

中小企業を支援 中小企業を支援 
低金利（1.4％以内）の融資を提供 

　
災
害
時
に
高
齢
者
や

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
、

子
ど
も
や
妊
婦
な
ど
の

要
援
護
者
を
支
援
す
る

た
め
に
必
要
な
要
援
護

者
の
把
握
、
救
助
方
法

や
避
難
場
所
へ
の
誘
導

方
法
・
配
慮
な
ど
を
具

体
的
に
示
す
要
援
護
者

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
年

内
に
作
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

　
横
浜
市
で
は
来
年
4

月
か
ら
、
地
域
の
小
児

救
急
拠
点
病
院
で
、
深

夜
の
初
期
救
急
診
療
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
身

近
な
と
こ
ろ
で
、
深
夜

の
小
児
救
急
の
受
診
が

可
能
に
な
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
複
数
の
病
院

を
加
え
る
方
向
で
、
医

療
機
関
な
ど
と
調
整
を

進
め
て
い
ま
す
。 

　
横
浜
市
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）問
題
に
つ
い
て
総
合
的

な
対
策
を
行
う
た
め
「
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
 

　
市
立
学
校
や
市
民
利
用
施
設
に
お
け
る
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、
昭
和
62
年
と
63
年
に
調
査
し
、
除
去
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
現
在
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
一
部
含
む
吹
き
付
け
材

に
つ
い
て
調
査
し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
 

相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
横
浜
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
 

T
E
L（
6
6
4
）
2
5
2
5

 F
A
X（
6
6
4
）
2
8
2
8
へ
 

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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護
者
対
策
が
推
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績
 

【
小
児
救
急
拠
点
病
院
】 

①
市
立
市
民
病
院 

　   

T
E
L（
3
3
1
）
1
9
6
1 

②
市
立
み
な
と
赤
十
字
病
院 

　   

T
E
L（
6
2
8
）
6
1
0
0 

③
済
生
会
横
浜
市
南
部
病
院 

　   
T
E
L（
8
3
2
）
1
1
1
1 

④
横
浜
労
災
病
院 

　   

T
E
L（
4
7
4
）
8
1
1
1 

⑤
昭
和
大
学
横
浜
市
北
部
病
院 

　   

T
E
L（
9
4
9
）
7
0
0
0 

⑥
国
立
横
浜
医
療
セ
ン
タ
ー 

　   

T
E
L（
8
5
1
）
2
6
2
1

《神奈川新聞 10月8日付》 

《朝日新聞 10月8日付》 


